
Christmas cantata
高崎芸術劇場　音楽ホール

［ 料金 ］全席指定：12,000円 4,000円U-25：

【曲目】 J. S. バッハ／
《主なる神よ、我ら皆あなたを讃えます》BWV 130.2
《天の王よ、あなたをお迎えします》BWV 182 （ライプツィヒ稿）

12  6 （14:30 開場）
15:00 開演2026 日

世界が認めた、日本のバッハ－
古楽のスペシャリストたちが贈る、
クリスマスに響く祈りの歌 。

8 /18（火）10:00～
■高崎芸術劇場チケットセンター
　027-321-3900
　（10:00～ 18:00）

電 話 8 /19（水）10:00～窓 口
■高崎芸術劇場メンバーズ（登録無料）

8 /14（金）10:00～Web
■高崎芸術劇場2Fチケットカウンター（10:00～ 18:00）
　ほか、高崎市内9か所の高崎市施設プレイガイド
　※電話発売で完売した場合は窓口での販売はございません。メンバーズ

チケット情報

※未就学児の入場はご遠慮ください。 ※演奏中・楽章間の移動はご遠慮ください。 ※やむを得ない事情により、出演者や内容の一部が変更となる場合がご
ざいます。 ※Ｕ-25料金は、公演当日25歳以下の方が対象です。当日、年齢のわかる身分証明書をご持参ください。 ※やむを得ず公演中止の場合を除き、
一度購入されたチケットの払い戻し、交換はいたしかねますのでご了承ください。 ※車いす席・介助席のご購入はチケットセンター（TEL 027-321-3900）
まで電話でお申し込みください。

バッハ・コレギウム・ジャパン
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〈ソプラノ〉 
 シェレザード・パンタキ

〈ソプラノ〉
松井 亜希

〈アルト〉 
アレクサンダー・チャンス

〈テノール〉 
櫻田 亮

〈バス〉
加耒 徹

©David Fung ©Benjamin Ealovega ©T. Tairadate©Ribaltaluce

〈合唱・管弦楽〉
 バッハ・コレギウム・ジャパン

《その同じ安息日の夕方》より シンフォニアBWV 42 1
《マニフィカト 変ホ長調》BWV 243.1（４つのクリスマスの挿入歌付き）



音楽ホール座席配置▶

インド生まれ。イェール音楽大学およびイリノイ大学大学院修了。ニコラス・マギーガン、鈴木
雅明、スティーヴン・スタッブス、ニコラス・クレーマー、ジェームズ・オドネルら著名な指揮者
との共演を重ね、国際的に高い評価を得ている。ニューヨーク・フィルハーモニック、フィラデ
ルフィア管弦楽団、フィルハーモニア・バロック・オーケストラ、バッハ・コレギウム・ジャパン、
ウィーン・アカデミー（オーストリア）、NDRハノーファー放送フィルハーモニー管弦楽団（ドイ
ツ）、ロサンゼルス・フィルハーモニック、ボストン古楽祭、ターフェルムジーク・バロック管弦
楽団（カナダ）など、世界各地の主要楽団・音楽祭に出演。古楽からオラトリオ作品まで幅
広いレパートリーを持ち、卓越した技巧と豊かな表現力で聴衆を魅了している。カレイドス
コープ・ヴォーカル・アンサンブルの創設メンバーとして、声楽芸術の発展と音楽教育、社会
的活動を結びつける取り組みにも力を注ぐ。イェール大学で声楽を指導し、現在はマウント・
ホリヨーク大学声楽科主任を務めるほか、後進の育成にも積極的に取り組んでいる。

シェレザード・パンタキ（ソプラノ）
Sherezade Panthaki,Soprano 

岩手県出身。東京藝術大学大学院博士課程修了、博士号取得。日仏声楽
コンクール、日本ドイツ歌曲コンクール優勝。在学中よりBCJの主要メンバー
として国内外の公演や録音に多数参加。2020年ケルンでの《ヨハネ受難曲》
全世界配信や2022年欧州ツアーでの《ロ短調ミサ曲》でのソリスト歌唱は
絶賛を博した。NHK交響楽団をはじめ主要楽団との共演も多く、バロック
から現代まで時代を自由に横断するレパートリーを持つ。透明感溢れる
歌声と緻密な楽曲理解に基づく知的な歌唱が広く支持されている。オペラ
シティ財団主催リサイタルシリーズ《B→C》、東京・春・音楽祭、霧島国際
音楽祭、調布国際音楽祭、NHK-BSクラシック倶楽部、NHK-FMリサイタル・
ノヴァ等出演。

松井亜希（ソプラノ）
Aki Matsui,Soprano 

【 主 催 】 高崎芸術劇場（公益財団法人 高崎財団）

〒370-0841 群馬県高崎市栄町9-1

※専用駐車場はございません。
JR高崎駅東口から徒歩5分

ヤマダデンキ

アクセス

高崎芸術劇場 音楽ホール
2027.1  23 土

バッハ関連公演

ジャン＝ギアン・ケラス
J.S.バッハ『無伴奏チェロ組曲』全曲演奏会

高崎芸術劇場 大劇場
2027.3  7 日

聖トーマス教会＆ゲヴァントハウス管弦楽団
J.S.バッハ『マタイ受難曲』（全曲）

1990年“バッハ･コレギウム･ジャパン（BCJ）”を創設以来、バッハ演奏
の第一人者として名声を博す。グループを率いて欧米の主要なホール、
音楽祭に度々登場しており、雄弁かつ透明なサウンド、本質に迫る演奏
アプローチで、極めて高い評価を積み重ねている。近年は国内外の
シンフォニー・オーケストラとも活発に共演し、多彩なレパートリーを披露。
2001年ドイツ連邦共和国功労勲章功労十字小綬章など受章。12年
バッハの演奏に貢献した世界的音楽家に贈られる「バッハ・メダル」
受賞など。13年度第45回サントリー音楽賞をBCJと共に受賞。イェール
大学アーティスト・イン・レジデンス、神戸松蔭大学客員教授、東京藝術
大学名誉教授、オランダ改革派神学大学名誉博士及びジュリアード
音楽院より名誉博士号授与。

1990年鈴木雅明により創設。音楽監督に鈴木雅明、首席指揮者に鈴木優人を擁する。世界
各国から集まる古楽のスペシャリストとともに、オリジナル楽器を用いてバッハを中心とした
音楽遺産の理想的上演を目指し演奏活動を行う。多数のCD録音が高い評価を受けるほか、
BBCプロムスやカーネギーホールなど世界中で活発な演奏活動を展開。2022年秋の９都市
を巡る欧州公演、23年6月のライプツィヒ・バッハ音楽祭フィナーレへの招聘、24年8月BBC
プロムスへの招待等、日本のみならず世界の音楽シーンを牽引している。18年の年月をかけて
完成した「バッハ：教会カンタータ全曲シリーズ」は、世界的にも貴重な成果として注目を浴びた。
2020年上演のヘンデル《リナルド》公演が第19回佐川吉男音楽賞を受賞。25年1月、鈴木優人
指揮による欧州公演も各地で満場の聴衆に迎えられ、高い評価を得た。

300年前、ライプツィヒのクリスマス―その響きが、いま高崎へ。

鈴木雅明（指揮）　Masaaki Suzuki,  Director
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バッハ・コレギウム・ジャパン（合唱・管弦楽）
Bach Collegium Japan, Choir & Orchestra

1992年ロンドン生まれ。オックスフォード大学ニューカレッジに学ぶ。オペラ
およびコンサートで確固たる評価を築いており、ルネサンスのリュート歌曲、
バッハのオラトリオ、ヘンデルのオペラから、20世紀オペラ作品や新作委嘱
作品に至るまで、幅広いレパートリーで精力的に活動している。ガーディナー、
鈴木雅明、鈴木優人、ヤーコプス、ジョン・バット、リオネル・ムニエといった
古楽界を代表する指揮者と共演しており、グラモフォン誌から「同世代で
最も刺激的な英国人カウンターテナー」と評された。2022年には、国際
ヘンデル声楽コンクールにおいてカウンターテナーとして史上初の優勝を
果たす。デビューCD《Drop not, mine eyes》は、グラモフォン誌「2023年
ベスト・アルバム」に選出された。BCJとも日本、欧州ツアーで共演を重ねて
おり、24年夏のBBCプロムスを含む欧州ツアーでは、各地で絶賛された。

アレクサンダー・チャンス（アルト／カウンターテナー）
Alexander Chance, Alto /Countertenor 

©Benjamin Ealovega

東京藝術大学大学院修士課程を首席で修了。バロックから現代音楽、
ミュージカルまで幅広いレパートリーを持つ。オペラでは『ドン・ジョヴァンニ』
タイトルロールや『金閣寺』など様 な々役で好評を博し、豊かな表現力で観客
を魅了している。バッハ・コレギウム・ジャパンのCDに参加する他、2026年 
6月権代敦彦の新作オペラ《ZEN》に出演するなど、多くの名演を共にして
いる。また2026年 3月には、オランダ・バッハ協会『マタイ受難曲』公演の
ソリストに抜擢され、オランダ各地での14公演に参加するなど、海外での
活躍も目覚ましい。国内でもNHK交響楽団、東京都交響楽団、日本フィル
ハーモニー交響楽団などの演奏会のソリストとしても活躍している。最新の
ソロCDは2025年 4月に発売された『TORU KAKU Meets SCHUMANN』

（オクタヴィア・レコード）が好評発売中。洗足学園音楽大学非常勤講師。

加耒 徹（バス／バリトン）
Toru Kaku, Bass / Baritone

©T. Tairadate

東京藝術大学大学院修了後、渡伊。イタリア各地でモンテヴェルディ作品
出演の他、『オルフェオ』初演400年では世界的なヴィオラ・ダ・ガンバ奏者
J.サヴァールらのグループとエジンバラ音楽祭等で共演。
国内でもサヴァリッシュ指揮Ｎ響をはじめ数多くのオーケストラや 古楽
アンサンブルと共演。バロックから古典派をレパートリーに国際的に高い
評価を得ており、BCJでは鈴木雅明氏の厚い信頼のもとたびたび「マタイ
受難曲」エヴァンゲリストを務めている。NHK「クラシック倶楽部」「ベスト
オブクラシック」出演。第27回イタリア声楽コンコルソ、シエナ部門大賞
受賞。ブルージュ国際古楽コンクール第2位(声楽最高位)。東京藝術大学
教授。二期会会員。

櫻田 亮 （テノール）
Makoto Sakurada, Tenor  
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